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主論文 

Presence of foveal bulge in optical coherence tomographic images in eyes with 

macular edema associated with branch retinal vein occlusion 

 

網膜静脈分枝閉塞症に伴う黄斑浮腫眼における光干渉断層計での 

中心窩視細胞内節外節ラインの隆起（foveal bulge）の評価 

 
 

Taiji Hasegawa, Tetsuo Ueda, Masahiro Okamoto, Nahoko Ogata 

 

American Journal of Ophthalmology; 157(2): 390–396, 2014 

 

  



論文審査の要旨 

 

網膜疾患を対象とする光干渉断層計(optical coherence tomography: OCT)を用

いた研究では、中心窩の視細胞内節外節ライン(IS/OS line)の連続性は視力と深く関

連する所見であると多くの報告がされている。本研究は、IS/OS line の連続性に注目

するだけでは視細胞層の正確な健常性評価が不十分である点を明らかにし、IS/OS 

line の形状についてさらに詳しく検討した論文である。本研究では、正常眼の IS/OS 

line は中心窩で上方へ盛り上がる形状(Foveal bulge)を呈していることを明らかにし、

網膜静脈分枝閉塞症に伴った黄斑浮腫消失後には多くの症例で Foveal bulge が消

失し、その有無が視力と関連することを示している。その上で、Foveal bulgeの形態に

ついて過去の組織学的報告に照らし合わせて考察を加えている。 

一方、後ろ向き横断研究であり、今回注目した Foveal bulge が経時的に改善

するのかどうかについて明確にされていない点が本研究の欠点であるが、治療

後の Foveal bulge の変化に着目した縦断的分析が計画されており、さらなる研

究の発展が期待される。 

現在、網膜静脈分枝閉塞症などに合併した黄斑浮腫は薬物治療の開発によっ

て、治療適応の範囲が拡大している。視機能の大部分は中心窩が担っており、その

視細胞層の健常性評価は治療時期の決定や視機能予後を考えるうえで重要であり、

その正確な評価を可能にする Foveal bulge の有無と視機能との関連を明らかにした

意義は大きいと考えられる。以上のことより参考論文と合わせて、博士の学位

に相当すると審査する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに眼科学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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